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機構加入者コード登録等依頼書
年　　月　　日
日 本 銀 行　御中（届出印）



	（依頼人）



	






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



貴行と当方間の担保に関する基本約定（担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）を含みます。）にもとづく根担保（振替社債等）の差入等に使用する機構加入者コード等の登録、変更もしくは抹消または登録、変更もしくは抹消の取消を下記のとおり依頼します。
記
	担保差入金融機関等コード
	
	
	
	
	

	
	短期社債等以外：１
	短期社債等：２

	
	  登録：１　　変更：２
  抹消：３　　取消：４
	  登録：１　　変更：２
  抹消：３　　取消：４

	
	
	年
	
	月
	
	日
	
	年
	
	月
	
	日

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	口座管理機関の
金融機関等コード
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


以　上

	日本銀行使用欄

	
	
	
	※入力部署
	（入力日）
	

	
	
	
	
	
	
	送信権限者



[bookmark: _GoBack]
（注意）１．「依頼人」欄は、代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名および印鑑または署名は、印鑑届等により日本
銀行に届出たものを使用する。 
２．「振替社債等区分」欄および「登録等区分」欄は、該当する項目を○で囲む。
３．短期社債等以外、短期社債等の両方について機構加入者コードの登録、変更もしくは抹消または登録、変更もしくは抹消の取消を依頼する場合には、「振替社債等区分」欄の両方の項目を○で囲む。
４．「適用日」欄は、後続の事務対応期間を踏まえた日付を記入する。
５．「機構加入者コード」欄には、依頼人が振替社債等の担保差入を自ら行うことを希望する場合には、依頼人の保有口の機構加入者コードを記入する。依頼人が担保差入代行先を通じて振替社債等の担保差入を行うことを希望する場合には、担保差入代行口座管理機関の顧客口の機構加入者コードを記入する。
６．「口座管理機関の金融機関等コード」欄には、依頼人が担保差入代行先を通じて振替社債等の担保差入を行うことを希望する場合には、担保差入代行口座管理機関の金融機関等コードを記入する。依頼人が振替社債等の担保差入を自ら行うことを希望する場合には、何も記入しない。
７．変更の場合には、変更後の機構加入者コードを「機構加入者コード」欄に、変更後の担保差入代行口座管理機関の金融機関等コードを「口座管理機関の金融機関等コード」欄にそれぞれ記入する。この場合、変更が生じない項目にかかる欄を含めすべての欄を記入する。
８．抹消の場合には、「機構加入者コード」欄および「口座管理機関の金融機関等コード」欄に何も記入しない。
９．登録または変更の取消の場合には、取消の対象となる登録または変更の適用日、機構加入者コードおよび口座管理機関の金融機関等コードを記入する。抹消の取消の場合には、取消の対象となる抹消の適用日のみを記入する。
１０．登録可能な口座区分コード（機構加入者コードの下２桁）は以下のとおりとする。 
（１）短期社債等以外
○　保有口については、００～０４、１０～１４の何れかとする。
○　顧客口については、６０～６４、７０～７４の何れかとする。
（２）短期社債等
○　保有口については、００～０９、４０～４９の何れかとする。
○　顧客口については、６０～８９の何れかとする。
１１．本書式は両面印刷のうえ使用する。




